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創立１０周年記念冊子発刊

第五期会長　宮内　寿彦（十文字学園女子大学　教授）発刊にあたって

　介護福祉士養成大学連絡協議会は、多くの関係各位のご支援のもと、創立１
０周年を迎えることができました。心より深甚なる感謝を申し上げます。　　
　この度、本会のこれまでの１０年の歩みを振り返ると共に、今後の更なる飛
躍を祈念して、記念冊子を発刊致しました。
　本会は、２００７（平成１９）年の介護福祉士養成カリキュラムの抜本的な
改正を機に、介護福祉士養成大学独自の諸問題の解決と、四年制大学で学ぶ介
護福祉教育の魅力の発信を目的として２００８（平成２０）年に創設されました。
第一期・二期の会長を古川 孝順先生（会長校；東洋大学）、第三期の会長を佐
藤 富士子先生（会長校；大妻女子大学）、第四期の会長を荏原 順子先生（会長
校；目白大学）が務められ、本会の発展的充実が図られてきました。１０年目
を迎えた現在、介護福祉士養成大学として加盟する正会員大学は４０校を数え
ます。創立準備会当時の議論を思い起こせば、本会の存在意義が着実に根付い
てきていることを確信します。
　今後の重点目標として２点述べたいと思います。先ず一つ目は全国すべての
介護福祉士養成大学の加入を目指し、その上で政策提言をしていける団体にな
ることです。これまでの活動において本会の目的、立ち位置についても議論を
重ねてきました。今後は更に本会の目的を具現化することが重要となります。
本会の目的とは、「介護福祉教育における大学教育の内容充実を図るとともに、
教育上の情報交換、介護福祉に関する研究開発及び知識の普及に努め、時代の
要請に応える大学教育のあり方を探求すること」です。この目的を具体的な活
動に移し、更なる活動の発展を図ることが二つ目の目標です。具体的には総会・
研修会・各ブロック活動の充実、介護福祉士国家試験対策「 e-Learning　
System 事業」の強化、各ブロックにおける会員校の紹介パンフレットの作成や
高校生啓発活動、厚生労働省を中心とした調査研究助成の獲得等力を注いで参
ります。また第四期で作成した会員限定の情報交換ツール「掲示板」を活用し、
全会員が積極的に活動に参画できる基盤づくりを行います。
　これらの取り組みを通じ、時代の要請に応える大学教育のあり方を探求し、
更なる発展を目指して参る所存です。同時に日本介護福祉士養成施設協会をは
じめ、日本介護福祉士会等関連諸団体と協調し、情報交換や相互の研鑚を図る
ことで、わが国の介護福祉教育を牽引すべく努めて参ります。
　今後更なるご支援とご指導をお願い申し上げ、『創立１０周年記念冊子』発刊
のご挨拶とさせて頂きます。

～介護福祉士養成大学連絡協議会の歩み　沿革～ 沿革
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日本介護福祉学会シンポジウム
発起人会
全国５６校（５４大学、４年制専門学校２校）へ「（仮称）介護福祉
士養成大学連絡協議会準備会」案内文郵送
第１回「介護福祉士養成大学連絡協議会準備会」３９大学５６名参加
発起人会・第２回設立準備会
厚生労働省へ挨拶
発起人会
介護福祉士養成施設協会へ挨拶
発起人会
文部科学省へ挨拶
文部科学省へ「要望書」提出
「4 年制大学における介護福祉士養成に関する基礎調査」
「（仮称）介護福祉士養成大学連絡協議会準備会」案内文郵送
発起人会
介護福祉士養成施設協会会長と発起人代表の会談
発起人会
 「（仮称）「介護福祉士養成大学連絡協議会準備会」開催
（株）ワールドプランニングへ事務局移転
介護福祉士養成大学連絡協議会　ホームページ開設
介護福祉士養成大学連絡協議会 設立総会

介護福祉士養成大学連絡協議会規約　抜粋
第一章　総 則

（名　称）第 1 条 本協議会は、介護福祉士養成大学連絡協議会と称する。
（目　的）第 3 条 本協議会は、介護福祉教育における大学教育の内容充実を図るとともに、介護
福祉士教育の情報交換、介護福祉に関する研究開発及び知識の普及に努め、時代の要請に応え
る大学教育のあり方を探求することを目的とする。

（事　業） 第 4 条 本協議会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 
（1）大学における介護福祉教育の質の向上に関する事業
（2）介護福祉士を養成するための大学教育の内容及び方法等に関する研究 
（3）介護福祉士、社会福祉士両資格取得の意義、カリキュラム等教育に関する事業
（4）介護福祉教育に関する教材、資料等の作成
（5）介護福祉士養成大学卒業生等に対する資質の向上を目的とする事業 
（6）その他本協議会の目的を達成するために必要な事業 



～介護福祉士養成大学連絡協議会　アーカイブ　～　出典：シルバー新報（環境新聞社）2008 年８月８日号　
～介護福祉士養成大学連絡協議会　要望書～ 要望書

平成１９年１０月２０日
文部科学省　高等教育局医学教育課　課長補佐　　渡部　廉弘　殿

　　　社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律に伴う政省令のあり方について（要望）

( 仮称 )　介護福祉士養成大学連絡協議会準備会よびかけ人　代表　古川　孝順　　有志一同　

平成２２年６月２１日
厚生労働省　社会・援護局　福祉基盤課　福祉人材確保対策室長　泉　潤一　殿

　　　　　介護福祉士養成大学における人材育成のあり方について（（要望）

介護福祉士養成大学連絡協議会　会長　古川　孝順　

平成２６年３月１２日
厚生労働大臣　田村　憲久　殿

　　　　　　　介護福祉士の資格取得方法の見直しの施行延期等についての要望について

介護福祉士養成大学連絡協議会　会長　佐藤　富士子　

平成２６年９月１８日
公益社団法人　日本介護福祉士養成施設協会　会長　小林　光俊　殿

　　　介護福祉士養成校が国家試験を受験できるように「中間まとめへの意見書」提出のお願い

介護福祉士養成大学連絡協議会　会長　荏原　順子　

平成２９年２月１３日
厚生労働省　社会・援護局　局長　定塚　由美子　殿

　　　　　　介護福祉士養成大学における介護人材の機能に応じた育成について（要望書）

介護福祉士養成大学連絡協議会　会長　宮内　寿彦　



歩み ～介護福祉士養成大学連絡協議会の歩み　総会・全国研修会～
出典；本会ホームページアーカイブ

介護福祉士養成大学連絡協議会 設立総会　新カリキュラム情報交換会 　２００８年７月１９日 ( 土 )
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一期　東洋大学
《プログラム》
介護福祉士養成大学連絡協議会 設立総会
新カリキュラム情報交換会・意見交換会
            　　　分科会 ①カリキュラム ( 全体の科目･教員･編成 )
　　　　　　　　　②カリキュラム ( 領域｢介護｣について )
　　　　　　　　　③新カリキュラムにおける介護実習教育
全体のまとめ

介護福祉士養成大学連絡協議会    ２００９年度総会 公開シンポジウム
 「大学教育の中で介護福祉士を養成することの意味を問う」 
＜コーディネーター＞本名　靖　氏 （東洋大学）
＜シンポジスト＞    
＊大学教員の立場から    
　西本　典良　氏 （東北文化学園大学）
＊卒業生の立場から       
　入山　未央　氏　（わかばケアセンターｰ 障害者介護課長）
＊介護現場の立場から    
　山崎　貴美男　氏　（横浜共生会 経営企画室長）
＜コメンテーター＞ 
＊井上　千津子　氏（京都女子大学）

介護福祉士養成大学連絡協議会    ２０１０年度総会　公開シンポジウム　　第二期 東洋大学
 「 四年制大学における介護福祉士養成の意義とあり方を考える 」
＜シンポジスト＞           
＊是枝　祥子　氏　（大妻女子大学  教授）
＊森山　千賀子　氏　（白梅学園大学 准教授）
＊鷲山　浩章　氏　（社会福祉法人すぎのこ・あいうぃ・生活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サポートセンター）
＜コーディネーター＞ 
＊高野　龍昭　氏　（東洋大学　専任講師）

介護福祉士養成大学連絡協議会  ２０１１年度総会　公開シンポジウム  
『 四年制大学における介護福祉士養成の意義とあり方を考える －新カリキュラムの教授内容に焦点をあてて－』
＜シンポジスト＞
＊ 大学における介護福祉士養成科目群の類型から
　　田中　安平　氏　（鹿児島国際大学　教授）
＊ 現場施設長の立場から 
　　杉原　優子　氏　（社会福祉法人健光園十四軒町の家　施設長）
＊ ICF をとりこんだ介護福祉教育の試行から
　　横山　貴美子 氏　（東洋大学　准教授）　東洋大学 学生 （介護福祉実習報告）
＜コーディネーター＞＊　井上　千津子　氏　（京都女子大学　教授）

介護福祉士養成大学連絡協議会　２０１２年度総会　公開シンポジウム　　第三期　大妻女子大学
「大学での介護福祉士の養成－介護福祉士の将来を見据えて－」
＜シンポジスト＞
＊奈倉　道隆　氏　（聖隷クリストファー大学　教授）　
＊横山　孝子　氏　（熊本学園大学　教授）　
＊渡辺　裕美　氏　（東洋大学　教授）　
＜コメンテーター＞
＊荏原　順子　氏　（目白大学　教授）　

介護福祉士養成大学連絡協議会　２０１４年度総会　公開シンポジウム　　第四期　目白大学
『介護福祉士養成大学卒業生が語る　～大学で介護福祉を学ぶこと～　』
＜シンポジスト＞
＊渡辺　彩友美　氏　（特別養護老人ホーム　等々力の家）
＊保戸田　裕美　氏　（なぎさ和楽苑地域包括支援センター）
＊甲木　恵　氏　（富士見台特別養護老人ホーム） 
＊五十嵐　梢　氏　（地域密着型特別養護老人ホーム　梅が丘）
＊天野　由以　氏　（目白大学人間学部人間福祉学科） 
＜コーディネーター＞
＊荏原　順子　氏　（目白大学　教授）

介護福祉士養成大学連絡協議会　２０１３年度総会　公開シンポジウム　
「介護福祉士養成校の卒業生に期待されるソーシャルビジネス」
＜シンポジスト＞
＊伊藤　英樹　氏　（千葉県　特定非営利活動法人　井戸端介護　代表理事） 
＊中島　康晴　氏　（広島県　特定非営利活動法人　地域の絆　代表理事）



介護福祉士養成大学連絡協議会　２０１５年度総会　公開シンポジウム　
「四年制大学で介護福祉を学ぶことの意義　～カリキュラム・教育内容の独自性を検討する～」
＜シンポジスト＞ 
＊横山　孝子　氏　（熊本学園大学　教授）
＊谷口　敏代　氏　（岡山県立大学　教授）　
＊本名　靖　氏　（東洋大学　教授）　 
＊太田　貞司　氏　（聖隷クリストファー大学　教授）　
＊斉藤　貴也　氏　（正吉福祉会社の風上原　施設長）　
＜コーディネーター＞
＊下垣　光　氏　（日本社会事業大学　教授）

介護福祉士養成大学連絡協議会　２０１６年度総会　全国研修会　公開シンポジウム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第五期　十文字学園女子大学
「社会福祉士及び介護福祉士法の一部改正
―介護福祉士の資格取得に関する内容について－」

＜講師＞厚生労働省社会・援護局福祉基盤課
福祉人材確保対策室長補佐　川部　勝一　氏

介護福祉士養成大学連絡協議会　２０１７年度総会　全国研修会　
『介護福祉士養成大学で行う教育の今日的役割　～介護福祉士を介護職のリーダーとして育てるには～』
第１部　大学で介護福祉を学ぶことの意義
会長挨拶
大学連絡協議会として介護人材教育の方向をどう考えるか 
＊介護福祉士養成大学連絡協議会　会長　宮内　寿彦　氏　（十文字学園女子大学　教授）

調査報告調査報告から大学教育を考える 
＊介護福祉士養成大学連絡協議会　理事　谷口　敏代　氏　（岡山県立大学　教授）

第２部　介護チームリーダーのための基本知識
講演介護福祉士に必要なチームマネジメントの教育ついて
～ホスピタリティ・マネジメントの立場から～ 
＊吉原　敬典　氏　（目白大学経営学部・大学院経営学研究科　教授）

事業～介護福祉士養成大学連絡協議会の歩み　事業～

e-Learning　Ｓｙｓｔｅｍ事業　介護国試験対策システム　合格きっと　
正会員大学が利用できる介護福祉士国家試験対策サイトを開設。正会員大学で学ぶ学生は無料で
利用できます。いつでも、どこでも、スマホでも、介護福祉士国家試験　過去問題を解くことが
できます。

会員交流サイトの開設
本会会員限定の会員交流サイトを開設。会員間の情報交換の場として活用されています。



～これまでの本会が実施した、主な調査研究～

～関係機関・関係職能団体・関係学術団体との連携協力～

厚生労働省との連携

公益社団法人　介護福祉士養成施設協会との連携

日本介護福祉学会との連携

国際学会開催の後援

研究調査事業

連携・協力

○平成１９年１１月「４年制大学における介護福祉士養成に関する基礎調査」報告

○平成２２年６月「介護福祉士養成大学における人材育成の在り方についての要望に関する調査」報告　

○平成２２年１２月「今後の介護人材養成のあり方に関する検討会中間まとめ」に関する調査報告　　

○平成２３年７月「介護福祉士養成大学における東日本大震災影響状況把握のためのアンケート調査」報告 

○平成２５年７月「四年制大学における介護福祉士養成校卒業生についての動向調査」報告

○平成２７年１０月「四年制大学における介護福祉士養成教育について（完成版）」

　　　　　　　　　　－四年制大学介護福祉士養成教育の独自性と教育方法についての調査－　

○平成２９年７月「介護福祉士養成大学卒業生の活動状況と大学教育との関連」調査報告

平成２９年３月１４日　厚生労働省を訪問
厚生労働省社会・援護局福祉基盤課 福祉人材確保対策室 
川部勝一 室長補佐と、伊藤優子 介護福祉専門官にお会い
して、「要望書」の内容を説明し、本協議会の設立目的・
背景 ・活動状況を伝え、意見交換を行う。

　基本問題検討委員会　大学部会の設置
　平成２１年５月８日開催された、介護福祉士養成施設協会総会において、基本問題検討委員会
内に「大学部会」が設置される。同年６月１３日開催の介護福祉士養成施設協会　基本問題検討
委員会において、大学部会委員の推薦について依頼を受ける。
介護福祉士養成施設協会　大学部会　部会長　古川　孝順（東洋大学）
　総務企画委員会参画
　公益社団法人移行による組織改編。これまでの基本問題検討委員会は、総務・企画委員会に再
編される。主に介護福祉士養成施設協会の財政・運営等の基本指針に関わる領域を担当。介護福
祉士養成大学連絡協議会　会長が委員に参画している。

国際学会　Aging & Society : Eighth Interdisciplinary Conference

日本介護福祉学会第２４回公開講座報告　平成２９年５月２７日　目白大学新宿キャンパス
【緊急討論会 Part２- 今、介護福祉士に何が求められているのか -　シンポジウム「介護福祉士の
役割とキャリアップを検討する」】介護福祉士のキャリアップの現状と課題について討論。シンポ
ジストの招聘依頼を受け、谷口　敏代氏（岡山県立大学教授）がシンポジストとして発言。

右）厚生労働省社会・
援護局福祉基盤課 
福祉人材確保対策室 
榎本芳人室長

回想録～これまでの活動、これからの活動へ～

準備期　渡辺　裕美（東洋大学教授）　任期　2007 年 7 月～ 2008 年 7 月
　「介護福祉士養成大学連絡協議会」（仮称）は、２００７年介護福祉士教育
カリキュラム改定をきっかけとして、四年制大学における介護福祉士養成教
育の意義とあり方を検討することを目的として設立されました。発起人代表
は、古川孝順（東洋大学　教授）。９月設立準備会には３９大学から５６名
が参加しました。１０月文部科学省へ「要望書」を提出し、「四年制大学に
おける介護福祉士養成に関する基礎調査」を実施。１１月「介護福祉士養成
大学連絡協議会準備会」は、日本介護福祉士養成施設協会長や文部科学省医
学教育課から来賓を迎え、８４名が参加。２００８年３月「新カリキュラム
情報交換会」は３８大学６３名が、各大学の新カリキュラムを持ち寄りまし
た。

第一期事務局長　渡辺　裕美（東洋大学教授）　任期　2008 年 7 月～ 2010 年 7 月
理事メンバー：古川孝順・本名靖・柴田範子・高野龍昭・渡辺裕美（東洋大
学）・井上千津子（京都女子大学）・宮内寿彦（文京学院大学）・丸山晃（十
文字学園女子大学）・中川英子（宇都宮短期大学）
　介護福祉士養成大学連絡協議会長　
古川孝順（東洋大学）を中心に、組
織基盤を作りました。研究室が大学
協議会事務局となり、会の規約案を
練り、WEB コンテンツを協議し、
会員手続き用紙・会費請求事務を」
担いました。７月総会時に、基調講
演やシンポジウム、情報交換会も行
うスタイルが定着しました。春休み
には、高校生向けイベント「大学で介護を学ぶ」を開催し、高校生啓発イベ
ントを行いました。

第二期事務局長　渡辺　裕美（東洋大学教授）　任期　2010 年 7 月～ 2012 年 7 月
理事メンバー：古川孝順・柴田範子・高野龍昭・横山貴美子・渡辺裕美（東
洋大学）・井上千津子（京都女子大学）・宮内寿彦（十文字学園女子大学）・
西本典良（東北文化学園大学）・中川英子（宇都宮短期大学・荏原順子（新
潟青陵大学）・田中安平（鹿児島国際大学）・佐藤富士子（大妻女子大学）・
下垣光（日本社会事業大学）
　介護福祉士養成大学連絡協議会長　古川孝順（東洋大学）を柱とした学内
事務局は、２０１０年総会から、ワールドプランニングに事務代行業務を委
託することになりました。２０１１年総会で規約改正と役員選挙規則が決ま
り、２０１２年４月はじめての役員選挙が実施されました。2012 年総会で、
介護福祉士国家試験対策 e-Learning 「合格きっと」企画が承認され、スマホ
でも勉強しやすく１問１答形式とすることになりました。高校生啓発イベン
トは、関西ブロックや九州ブロックでも実施されました。

画像）高校生向けイベント「大学で介護を学ぶ」の様子



　重いバトンを東洋大学からうけ会長校となりました。初めの仕事は総会で承認された
e-learnig のマニュアル作成とネーミング。「これで学習すればきっと合格する！」という思
いを込めて “合格きっと” の名称に。２０１３年７月の総会・研修会は、介護福祉士による
ソーシャルビジネスを起業し、先駆的な取り組みの実践者を講師に「養成校卒業生に期待
するソーシャルビジネス」の題で講演。参加者（約 100 名）から「『介護を通して社会を変
える』この言葉に感激した」等多数の感想が寄せられた。２０１４年６月は、施設や地域・
教育の現場で活躍する会員校卒業生が「養成大学卒業生が語る～大学で介護福祉を学ぶこ
と～」と題し、それぞれの視点からトークを繰り広げた。登壇した５人は、大学での学び
が大切な土台であると参加者（約 150 人）に伝え、「介護の面白さや魅力を伝える介護福祉
士に！」「知識に驕（おご）らず、柔軟性のある思考力、広い観点から介護に取り組む」等
の感想が寄せられた。平成２６年は介護福士養成課程卒者の国家試験実施時期について翻
弄されている時期でもあった。会員校からの協力を頂き、同年３月１２日に田村憲久厚生
労働大臣宛に「介護福祉士の資格取得方法の見直しの施行延期等についての要望」書を提出。
過ぎ去れば短い期間ですが、息つく暇もないと感じるほど常に背中を押されている２年間
でした。

　東洋大学の立ち上げ後、大妻女子大学による学生・卒業生のへの広がりが得られて後、
会長校となり、その重みを引継ぎました。直後９月初めの厚生労働省福祉人材確保対策検
討会の内容を受けて、介養協臨時総会が開催されました。その際、国試一元化に反対する
という意見が上がり、大学連絡協議会としては、一元化は介護福祉士の質の担保を図るた
めに重要であることを文書にまとめ小林会長宛に要望書を提出しました。並行して「四年
制大学介護福祉士養成教育の独自性と教育方法についての調査」をおこない冊子にまとめ、
提案文書「四年制大学の介護福祉士養成教育の在り方」とともに会員の皆様への配布と厚
生労働省社会・援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室に提出しました。
　平成２７年の６月の総会および研修会では「四年制大学で介護福祉を学ぶことの意義　
～カリキュラム・教育内容の独自性を検討する～」という事で具体的な取り組みを３大学
の教育内容を上げてもらい意見をまとめていきました。翌年３月３１日には「社会福祉士
及び介護福祉士法」の一部が改正され、平成２８年度総会では、「介護福祉士の資格取得に
関する特例について」厚生労働省社会・援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室長補佐川部
氏に説明をしていただきました。各ブロックでも高校向けのパンフレット作製配布をしま
した。養成校の定員割れが深刻化する中で、この期は法改正に伴い本会も各会員大学も将
来の介護福祉士教育のためにあゆみを進めていった時期だったと思います。

第三期会長　佐藤　富士子（大妻女子大学教授） 任期　2012 年８月～ 2014 年 7 月

第四期会長　荏原　順子（目白大学教授）　任期　2014 年 7 月～ 2016 年 7 月

回想録 養成施設ルートに介護福祉士国家試験が導入 介護福祉士国家試験情報

四年制大学で介護福祉士教育を学ぶ魅力！！！ 高校生向け情報

「社会福祉士及び介護福祉士法」の改正により、
平成２９年度（第３０回）から、養成施設ルー
トが介護福祉士国家試験の受験資格となります。
なお、養成施設を平成３３年度末までに卒業す
る方は、左図の経過措置となります。平成３４
年度以降に養成施設を卒業する方からは、国家
試験に合格しなければ介護福祉士になることは
できません。

✿公益財団法人　社会福祉振興・試験センター
　http://www.sssc.or.jp/kaigo/

正会員大学の介護福祉士及び社会福祉士国家試験対策例
●介護福祉士及び社会福祉士国家試験対策模擬試験　　　　３年次、４年次に全国統一模擬試験受験（全５回）
●介護福祉士及び社会福祉士国家試験対策講座開講　　　　４年次に毎週１回開講　　　　　　　　　　　　　
●介護福祉士及び社会福祉士試験受験勉強の環境整備　　　教員アドバイス、個別相談、個別指導等

介護福祉士の統計データ 　　介護福祉士の登録者数 １５５万８６７９人 （平成２９年３月末現在）
内訳（養成施設ルート　３４万１９４７人　　国家試験ルート　１１６万１６２７人）
四年制大学で学んだ「介護福祉士」の取得者は全体の１％程度！　中核的な存在です

2025年に向けた介護人材の構造転換（イメージ） 
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北海道
北海道
宮城県
宮城県
宮城県
宮城県
群馬県
埼玉県
埼玉県
埼玉県
千葉県
千葉県
千葉県
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
神奈川県
新潟県
新潟県
山梨県
岐阜県
静岡県
静岡県
愛知県
京都府
大阪府
大阪府
兵庫県
岡山県
広島県
広島県
広島県
愛媛県
佐賀県
長崎県
長崎県
熊本県
鹿児島県

北翔大学 - 生涯スポーツ学部健康福祉学科介護福祉士養成課程
北海道医療大学 - 看護福祉学部臨床福祉学科介護福祉士養成コース
東北文化学園大学 - 医療福祉学部保健福祉学科生活福祉専攻
仙台大学 - 体育学部健康福祉学科介護福祉士養成専攻
仙台白百合女子大学 - 人間学部心理福祉学科　
東北福祉大学 - 総合福祉学部社会福祉学科社会福祉コース介護福祉士課程
東京福祉大学 - 社会福祉学部社会福祉学科社会福祉専攻介護福祉コース
十文字学園女子大学 - 人間生活学部人間福祉学科社会福祉・介護福祉コース
文京学院大学 - 人間学部人間福祉学科介護福祉コース
東洋大学 - ライフデザイン学部生活支援学科生活支援学専攻介護福祉士コース
聖徳大学 - 心理・福祉学部社会福祉学科介護福祉コース
東京基督教大学 - 神学部国際キリスト教福祉学科キリスト教福祉学専攻
城西国際大学 - 福祉総合学部福祉総合学科介護福祉コース
日本社会事業大学 - 社会福祉学部福祉援助学科介護福祉コース
大妻女子大学 - 人間関係学部人間福祉学科介護福祉学専攻
目白大学 - 人間学部人間福祉学科
白梅学園大学 - 子ども学部家族・地域支援学科
帝京科学大学 - 医療科学部医療福祉学科
田園調布学園大学 - 人間福祉学部社会福祉学科介護福祉専攻
新潟青陵大学 - 福祉心理学部社会福祉学科福祉ケアコース
新潟医療福祉大学 - 社会福祉学部社会福祉学科介護福祉コース
山梨県立大学 - 人間福祉学部福祉コミュニティ学科
中部学院大学 - 人間福祉学部人間福祉学科介護支援コース
聖隷クリストファー大学 - 社会福祉学部介護福祉学科
静岡福祉大学 - 社会福祉学部健康福祉学科介護福祉コース
日本福祉大学 - 健康科学部リハビリテーション学科介護学専攻
京都女子大学 - 家政学部生活福祉学科
大阪人間科学大学 - 医療福祉学科介護福祉専攻
桃山学院大学 - 社会学部社会福祉学科
神戸女子大学 - 健康福祉学部社会福祉学科
岡山県立大学 - 保健福祉学部保健福祉学科社会福祉学専攻介護福祉コース
広島文教女子大学 - 人間科学部人間福祉学科介護福祉コース
福山平成大学 - 福祉健康学部福祉学科介護福祉コース
広島国際大学 - 医療福祉学科介護福祉学専攻
聖カタリナ大学 - 人間健康福祉学部社会福祉学科介護福祉専攻
西九州大学 - 健康福祉学部社会福祉学科介護福祉コース
長崎純心大学 - 地域包括支援学科地域包括ケアコース
長崎国際大学 - 人間社会学部社会福祉学科介護福祉クラス
熊本学園大学 - 社会福祉学部第一部社会福祉学科・介護福祉士養成課程
鹿児島国際大学 - 福祉社会学部社会福祉学科介護福祉士課程

No.　　　　　　　　　　　　      介 護 福 祉 士 養 成 大 学 　  　　　　　　　　　　　　　都道府県

2018（平成 30）年４月 1 日現在

～あとがき～

　介護福祉士養成大学連絡協議会は２００８年に創設され、２０１８年７月に創立１０周年を迎
えます。創立１０周年の記念事業として、「創立１０周年記念冊子」の発行を計画しました。
　編集にご協力いただきました諸先生方には、心より感謝申し上げます。
　最後になりますが、この記念冊子が四年制大学で介護福祉教育に携わる先生方をはじめ関係者
にとって、本会の歩みを知るうえで貴重な資料となることを願ってやみません。

介護福祉士養成大学連絡協議会　創立１０周年記念冊子　編集委員
会長　　　宮内　寿彦 （十文字学園女子大学）
事務局長　山口　由美（十文字学園女子大学）
　　　　　野島　靖子（十文字学園女子大学）
　　　　　二瓶　さやか （十文字学園女子大学）

介護福祉士養成大学連絡協議会　
創立１０周年記念冊子
２０１８（平成３０）年４月

発行　
介護福祉士養成大学連絡協議会 事務センター
〒162-0825 東京都新宿区神楽坂 4-1-1
株式会社ワールドプランニング内
TEL：03-5206-7431 FAX：03-5206-7757
MAIL：kaigo-u@zfhv.ftbb.net
ホームページ　http://www.kaigo-university.com/wp/

冊子デザイン：十文字学園女子大学メディアコミュニケーション学科（川瀬ゼミナール）
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